
③手づかみ食べ

Q小 さいうちは、手づかみで食べることが大事だと聞きました。
どうしてですか? 汚 すので早くスプーンやフォークで食べ

てほしいし、それまではすべて大人が食べさせようと思つて
いました。

A 自 分で上手に食べるようになるまでには練習期間が必要です。手づかみ食
べを十分させて機能を育てましょう。

最初は軟らかい煮野菜やくだもの等、握れる大きさの物でかみ切りやすい

硬さを用意しましょう。全部を口に入れ込まないように軽く肘をおさえてあげ

るとうまくいきます。ナゲット、から揚げ等しつかり握つて引きちぎるところま

で練習するとかむ力もついてきます。

自分自身の一口量の加減を覚える。

幼児期に食べ物を回の中にいつまでもためていたり、飲み込ますに出し

てしまう、かますに飲み込んでしまうなどは、日の中にたくさん入れすぎる

ためで、自分の日の中で処理できる食べ物の量が身についていない場合が

多い。

手と回の協調動作(ロヘ運んでくる動き)を育て、手指の動きや握りの力カロ

減をコントロールすることを覚える。

手づかみで上手に回へ運べないうちに、スプーンやフォークを便うとうま

くロヘ運べないため顔を食器に近づけて食べる習慣がつき、丸飲みになり

やすい。

日の機能を育てる。

軟らかくて形の大きな食べ物を回びるでとらえて、前歯で一口量をかみ

切り、舌で奥歯へ運んでかみつ181し、舌を上あごに押し上げながら集めて飲

み込む。かんでいるときも、飲み込むときも回びるを閉じていることが大切。
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④食具の上手な使い方

スプーンやコップは、いつころから使つたらいいのかしら?

コップについて

介助する人が量の調節をしやすいように中味がみえる透明のコップで、日

びるに広く当たるように、回径が広く高さは低い(6～7crn)ものが良いでし

ょう。

Aス トローについて

ストローは、コップでの水分補給がある程度できるようになつてから使用し

ます。スト回一の先端がlcm以 上回の中に入らないようにしましょう。

練習の始めは、短く切つたストローの中に水分を満たして吸いやすい状態で

使い、上手になつてきたら長くしていきます。また、舌でチュチュ吸いのよう

な動きが残つている間は使わないようにしましょう。

Aス プーンについて

回形物の場合は、日びるを閉じて取り込みやす

いように最初はボール部の浅いものを選びましょ

う。機能の向上に合わせてボール部を深くしまし

ょう。

水分の場合は、国形物のスプーンよリボール部

が深いもの選びましょう。スプーンは横に使います。

下口びるに置いて、歯より中に入りすぎないよう

にしましょう。国形物の時より、少しうつ向きかげ

んになるように注意しましょう。

Aフ ォークについて

手を汚されるのが嫌なため手づかみ食べの経験をあまりさせす、早くから

フォークを使うことがよく見かけられます。日の奥に食べ物を入れ込みやす

いため丸飲みになりやすく、また一口量を覚えにくいので、手づかみ食ぺで

の自食ができるようなり、スプーン食べが上手になってから練習するようにし

ましょう。

A お はしについて

フォークが上手に使えるようになつてから、おはしを使います。3歳 ころか

ら練習しましょう。急いで教える必要はありません。



⑤ぶくぶくうがい上達法

Ql ぶ くぶくうがいができるには?

A コ ップが使えるようになつたら、まねをすることから始めてみましょう。

最初はコップに水をくみ、国に含むことからやつてみます。この時、日びる

を閉じていることを確認します。

次に、日に含んだ水を吐き出します。

上手に吐き出せるようになつたら、口に水を含んだ   、
0

まま頬を動かし、ぶく8 くヽしてみます。難しいようなら、

日に水を含ますに頬を膨らませて動かす練習をしてみましょう。

ぶくぶくうがいは、日の中をされいにするだけではなく、

日びるや頬の機能を向上させることにもつながります。

家族の方と一緒に、まねをしながら覚えていくとよいでしょう。

Q2 ぶくぶくうがいのために口に水を含むことができませんが?

(水をすぐ飲み込んでしまいます。)

A鼻 で呼吸ができますか? 鼻 呼吸ができないとぶくぶくうがいは難しいの

で、鼻炎がないか耳鼻科で診てもらいましょう。

鼻に疾患がなく、言葉かけが理解できるようになったら、練習を始めます。

頭を前に下げてコップの水を含ませ、口を閉じて、しばらくうつむいたままで

数を数えて頑張りましょう。

どうしても頭をあげて水を飲んでしまう場合は、前かがみでコップにこぼれ

るほど水を入れ、コップに口をつけたまま、数を数えて頑張りましょう。

どちらも上手にできたら、ほめましょう。

Q3ぶ くぶくと頬や回の動きができませんが?

A上 下の口びるをしっかり閉じ、空気で類を膨らませます。

頬を膨らませたまま回の空気を左右に動かします。

にらめっこのつもりで一緒に遊びながら練習しましょう。

空気うがいが上手にできたら、今度は水を入れて左右に水を動かす練習で

す。水の時も回びるはしつかり閉じましょう。

Q4上 下の回びるがしっかり閉じませんが?

Aま す、日びるを閉じる練習から始めましょう。

水分にトロミをつけ、スプーンでの一口飲みで回びるの開じる力をしつかり

つけましょう。上手になつたら、卜回ミを薄くしていきましょう。

ストローをくわえてコップの水をぶくlSlく吹いたり、回びるでウェ八―スや

焼き海苔を引つ張つて取つたりして遊びの中で楽しみながら覚えましょう。



⑥回腔周囲の過敏と拒否

Ql 過 敏つてな一に?

A週 敏とは、指しゃ731りやおもちゃしゃぶり、おもちゃかみ等による感覚体験

不足が原因となって、体や回の周囲、国の中など、直接皮膚や粘膜に触れた

瞬間に嫌がつたり、泣いたりして、緊張が増強する状態をいいます。

過敏があると、刺激に対して感覚・運動系が適切に反応できないために、機

能の発現やその発達が阻害されるだけでなく、食事訓練や食事介助も十分に

行えません。ざらざらした食物を嫌がつたり、吐き気を誘発するため、食物形

態を進めることが難しくなるなどの影響を及ぼします。

過敏が顔面、国の周囲、国の中などにある場合には、過敏を取り除く「脱感

作(だつかんさ)」が摂食訓練の第一歩になります。
一方、心理的拒否は、過去の不1快な経験や人見知り、長い入院生活で情緒

的に不安定になった場合などに引き起こされます。

直接触れなくても心理的拒否の原因と関連のある手やスプーンが近づい

てきたり、食物が運ばれてきたりするなどの視覚・聴覚的な刺激に対しても拒

否行動をとります。過敏をとる脱感作を行つてもあまり改善されないようで

あれば、心理的拒否の原因を探つてみる必要があります。

Q2過 敏をとるための方法は

A過 敏を取り除いていくには食事時を避け、脱感作訓練をしていきます。

過敏が認められる部位のなかで、もつとも正中(まん中)から離れたところ

から始め、手のひらで優しくしつかり触れ、しばらくじつと触つていると表情が

柔らかくなり力が抜ける瞬間があります。その時に手を離して、大文夫だとい

う経験を繰り返すと過敏が取れていきます。

専門医に相談してみましょう。

Q3食 事時、回を開いてくれません。

A嫌 がってぃる理由を考えましょう。

介助者が食物を回に入れる量が多すぎたリスピードが早すぎるため、国の

中で処理できす、途中で口を開かなくなる場合もあります。

障害児に見られるケースとして、赤ちゃんの時に十分な指しゃぶりの経験

がない場合や顔や口周辺に触れられる感覚体験が少ない場合に過敏が残る

こともあります。「過敏があって、食べられない」のかどうかを調べることが

大切です。

わすかでも過敏があることがわかったら、この過敏を取り除くこと(脱感作)

が摂食副練の第一歩になります。
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